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第一回 開皇十五年(595 年)六、七月 『維摩経玄義』十巻 
第二回 開皇十七年(597 年)三、四月 『維摩経玄疏』六巻、『維摩経文疏』八巻 
第三回 開皇十八年(598 年)正月   『維摩経玄疏』六巻、『維摩経文疏』二十五巻 
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(T38, no. 1777) 
字数 
(計10762) 
0 小序(669a06) 141 141 0 用三観釈維摩詰名(524c28) 149 149 
1 先分別境智(669a13) 897 897 1 分別境智(525a11) 694 694 








































2893 3.11従仮入空観(525c26) 2619 
 
1 『法華文句記』巻第一、釈序品、「『淨名』前玄總有十卷。因為晉王著『淨名疏』、別製『略玄』、乃離前玄分為三
部。別立題目、謂四教六卷、四悉兩卷、三觀兩卷。」（T34, no. 1719, p. 159, b13-16）を参照。 
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2.2122 明従空入仮観相
(672b09) 










2.22 一心三観(673c01) 66 1449 3.2 明一心三観(528c20) 74 536 
2.221 明所観之境(673c04) 776 3.21 明所観不思議之境
(528c24) 
266 
2.222 明能観之観(674a19) 199 3.22 明能観三観(529a11) 73 
2.223 明証成(674b05) 408 3.23 明証成(529a15) 123 
2.3 対智眼(674c02) 423 862 4 対智眼(529a22) 233 233 
2.31 対三智(675a05) 77  該当箇所無し   
2.32 対五眼(675a08) 62  該当箇所無し   
2.33 約教料簡(675a12) 300  該当箇所無し   
2.4 会乗義(675b10) 47 9670 5 成諸乗義(529b07) 48 3371 
2.41 正明別相三観開三乗
(675b12) 










699  (※5.2に再編)   
該当箇所無し   5.21 明理即大乗(530c08) 20  
該当箇所無し   5.22 明名字即大乗(530c10) 15  
2.422 明十法成大乗(677a18) 90  5.23 明観行即大乗(530c12) 39  
2.4221 善識不思議境
(677a23) 
1234  5.231 知不思議正因縁即是所
観境(530c13) 
174  
2.4222 真正発心(678a19) 765  5.232 明真正発心(530c23) 183  
2.4223 止観修習(678c10) 417  5.233 明行菩薩道勤修止観
(531a05) 
95  
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2.4224 破諸法遍(679a07) 222  5.234 明破諸法遍(531a10) 81  
2.4225 善知通塞(679a19) 459  5.235 須知通塞(531a15) 39  
2.4226 行三十七道品
(679b18) 
1391  5.236 明道品調適(531a17) 113  
2.4227 対治諸波羅蜜
(680b16) 
593  5.237 対治助修諸波羅蜜
(531a24) 
59  
2.4228 善識次位(680c22) 182  5.238 善識位次(531a27) 108  
2.4229 安忍成就(681a08) 432  5.239 安忍成就(531b05) 99  
2.42210 順道法愛不生
(681b06) 





222  該当箇所無し 
該当箇所無し   5.24 明相似即大乗(531b14) 20  
該当箇所無し   5.25 明分証真実即大乗
(531b16) 
20  
該当箇所無し   5.26 明究竟即大乗(531b17) 234  
2.422102 明成大乘相
(681b19) 
23  該当箇所無し   
2.4221021 明成乘人(681b20) 161  該当箇所無し   
2.4221022 辨乘相(681c05) 586  該当箇所無し   
2.4221023 明能運至(682a11) 345  該当箇所無し   
2.5 明摂法(682b05) 1017 1017 (※6.3に再編)   
2.6 釈成淨名義(683a08) 25 285 6 約断結釈浄名義(531c02) 34 493 
2.61 断三諦惑証三諦理
(683a09) 
40  6.1 明不思議断結(531c04) 256  
2.62 明不思議三観見不思議
三諦之理（683a11） 
112  (※6.1に再編)   
2.63 正釈浄名義(683a16) 108  6.2 成浄名義(531c19) 103  
(※6.3は2.5に対応)   6.3 摂法(531c25) 100  
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2.7 釈此経文(683a23) 32 634 該当箇所無し  391 
2.71 釈経玄五義(683a24) 135  該当箇所無し   
2.72 正用三観通釈此経文
(683b07) 
467  7 通此経文(532a02) 391  
 
『三観義』の全体の構成は、「1 先分別境智」と「2 正解釈」に二分され、後者を細分した「2.2 辨
三観相」の中に、「2.21 別相三観」と「2.22 一心三観」がある。 
「三観解釈」の方は、全体を７項目に分別し、『三観義』と同様に、「3 辨三観相」の中に、「3.1 明
別相三観」と「3.2 明一心三観」がある。表１を参照すると、『三観義』は 20291 字、「三観解釈」は
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表２ 『三観義』 2.22 一心三観／「三観解釈」 3.2 明一心三観の対照表 
 
『三観義』 2.22 一心三観 「三観解釈」 3.2 明一心三観 























表３ 『三観義』2.221 明所観之境／「三観解釈」3.21 明所観不思議之境の対照表 
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表４ 『三観義』2.222 明能観之観／「三観解釈」3.22 明能観三観の対照表 
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表５ 『三観義』2.223 明証成／「三観解釈」3.23 明証成の対照表 
 





























































下線部は X55, no. 909, p. 682, a24-b2 に同文
有り 
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若得六根清淨、名相似證。即十信位也。若發真無漏、名分證真實即。即是初住也。此經云、一































清浄心、故如是説」（T25, no. 1509, p. 260, b17-22）を参照。 
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   四明相似即大乘者、即是得六根清淨。如法華經說。（T38, no. 1777, p. 531, b14-15） 
   第四に相似即大乗とは、取りも直さず六根清浄を得ることに他ならない。『法華経』[「法師功
徳品」]に説かれるとおりである。 
 
  五分證真實即大乘者、即是初發心住、乃至、等覺也。（T38, no. 1777, p. 531, b16-17） 
  第五に分証真実即大乗とは、即ち初発心住から等覚までである。 
 
六明究竟即大乘者、即是妙覺地。（T38, no. 1777, p. 531, b17） 
   第六に究竟即大乗を明らかにするとは、取りも直さず妙覚地のことに他ならない。 
 
若住妙覺、即是乘是寶乘、直至道場。名到薩婆若中住。（T38, no. 1777, p. 531, b28-29） 
 
3 『三観義』、「三観解釈」両者とも「2.41 正明別相三観開三乗」／「5.1 正明別相三観開三乗」で、別相三観の
十乗観法後の料簡にも六即乗の記述が見られ、行位との対応関係は『法華玄義』、『四教義』、『玄疏』「三観解釈」
「3.2 明一心三観」と同様の明示はないが、趣旨は同じである。 
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略明一心三觀成一佛乘竟。（T38, no. 1777, p. 531, c1-2） 




智顗は『小止観』で「獲得六根清淨、入佛境界」（T46, no. 1915, p. 472, c27）とし、この引用
の直前には、中道により、仏眼と一切種智を得た後で、そこから先は如来の修行を行ずる段階となり、
如来の荘厳により自らを荘厳できれば、六根清浄を獲得し、仏の境界に入ると示されている。その後、






















中間常為諸聲聞、辟支佛作福田」（T08, no. 223, p. 222, b19-22）を参照。 
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（T33, no. 1716, p. 789, c10-p. 790, b18） 
「三観解釈」の十乗観法 
（T38, no. 1777, p. 530, c13-p. 531, b14） 
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諦。非枯非榮、住大涅槃也。 即是道品。善知識由是成正覺。亦是莊嚴雙樹。
是則煩惱即菩提。 




















































































是以菩薩知生死即涅槃、知煩惱即菩提。故能巧修此十法。即是修十信心名觀行即。」（T46, no. 1929, p. 762, b16-c2）
を参照。 
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8 「2.8 善知次位」／「5.238 善識位次」では、「三観解釈」は六即と行位の対応を明確にしているのに対し、『法
華玄義』はすべて六即を涅槃に配して説明する等。 
9 『摩訶止観』巻第三上、「仏智照空如二乗所見、名一切智。仏智照仮如菩薩所見、名道種智。仏智照空仮中皆見
実相、名一切種智。故言、三智一心中得。故知一心三止所成三眼見不思議三諦」（T46, no. 1911, p. 26, b10-14）
を参照。 
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